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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和1年7月11日(2019.7.11)

【公開番号】特開2019-68863(P2019-68863A)
【公開日】令和1年5月9日(2019.5.9)
【年通号数】公開・登録公報2019-017
【出願番号】特願2019-21238(P2019-21238)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/74     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/13     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ   7/64     (2006.01)
   Ａ２３Ｄ   9/00     (2006.01)
   Ｃ１１Ｃ   3/00     (2006.01)
   Ｃ１１Ｂ  11/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/54     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/56     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/55     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/53     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/74     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    1/13     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｐ    7/64     　　　　
   Ａ２３Ｄ    9/00     　　　　
   Ｃ１１Ｃ    3/00     　　　　
   Ｃ１１Ｂ   11/00     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/54     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/56     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/55     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/53     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年6月10日(2019.6.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
組換え微細藻類細胞であって、Ｃ１６：０又はＣ１８：０選択的アシル－ＡＣＰチオエス
テラーゼＡ（ＦＡＴＡ）をコードする外来核酸を含み、該組換え微細藻類細胞によって産
生される油は、非組換え微細藻類細胞と比較して、ステアリン酸－オレイン酸－ステアリ
ン酸（ＳＯＳ）、パルミチン酸－オレイン酸－パルミチン酸（ＰＯＰ）、および／または
、パルミチン酸－オレイン酸－ステアリン酸（ＰＯＳ）トリグリセリドが高濃度化される
、組換え微細藻類細胞。
【請求項２】
前記組換え微細藻類細胞によって産生される油は、少なくとも５０％のＳＯＳ、または、
場合により、少なくとも７０％のＳＯＳを含む、請求項１に記載の組換え微細藻類細胞。
【請求項３】
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前記Ｃ１６：０又はＣ１８：０選択的アシル－ＡＣＰチオエステラーゼＡが、Ｂｒａｓｓ
ｉｃａ　ＦＡＴＡ又はＧａｒｃｉｎｉａ　ＦＡＴＡである、請求項１または請求項２に記
載の組換え微細藻類細胞。
【請求項４】
前記Ｃ１６：０又はＣ１８：０選択的アシル－ＡＣＰチオエステラーゼＡが、Ｇａｒｃｉ
ｎｉａ　ＦＡＴＡ、場合により、Ｇａｒｃｉｎｉａ　ｍａｎｇｏｓｔａｎａ　ＦＡＴＡで
ある、請求項３に記載の組換え微細藻類細胞。
【請求項５】
ショ糖インベルターゼをコードする核酸をさらに含む、請求項１～４のいずれかに記載の
組換え微細藻類細胞。
【請求項６】
前記微細藻類細胞が、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ属またはＣｈｌｏｒｅｌｌａ属の細胞である
、請求項１～５のいずれかに記載の組換え微細藻類細胞。
【請求項７】
前記微細藻類細胞が、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｍｏｒｉｆｏｒｍｉｓ種の細胞である、請
求項６に記載の組換え微細藻類細胞。
【請求項８】
前記外来核酸が、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ属の細胞における発現についてコドン最適化され
る、請求項６または請求項７に記載の組換え微細藻類細胞。
【請求項９】
ステアリン酸－オレイン酸－ステアリン酸（ＳＯＳ）、パルミチン酸－オレイン酸－パル
ミチン酸（ＰＯＰ）、および／または、パルミチン酸－オレイン酸－ステアリン酸（ＰＯ
Ｓ）トリグリセリドが高濃度化された微細藻類油を産生する方法であって、
　ａ）Ｃ１６：０又はＣ１８：０選択的アシル－ＡＣＰチオエステラーゼＡ（ＦＡＴＡ）
をコードする外来核酸を含む組換え微細藻類細胞を提供する工程と；
　ｂ）該組換え微細藻類細胞を培養する工程と；
　ｃ）該組換え微細藻類細胞から該微細藻類油を単離する工程と
を含む、方法。
【請求項１０】
前記組換え微細藻類細胞によって産生される油は、少なくとも５０％のＳＯＳ、または、
場合により、少なくとも７０％のＳＯＳを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
前記Ｃ１６：０又はＣ１８：０選択的アシル－ＡＣＰチオエステラーゼＡが、Ｂｒａｓｓ
ｉｃａ　ＦＡＴＡ又はＧａｒｃｉｎｉａ　ＦＡＴＡである、請求項９または請求項１０に
記載の方法。
【請求項１２】
前記Ｃ１６：０又はＣ１８：０選択的アシル－ＡＣＰチオエステラーゼＡが、Ｇａｒｃｉ
ｎｉａ　ＦＡＴＡ、場合により、Ｇａｒｃｉｎｉａ　ｍａｎｇｏｓｔａｎａ　ＦＡＴＡで
ある、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
前記組換え微細藻類細胞が、ショ糖インベルターゼをコードする核酸をさらに含む、請求
項９～１２のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
前記微細藻類細胞が、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ属またはＣｈｌｏｒｅｌｌａ属の細胞である
、請求項９～１３のいずれかに記載の方法。
【請求項１５】
前記微細藻類細胞が、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ　ｍｏｒｉｆｏｒｍｉｓ種の細胞である、請
求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
前記外来核酸が、Ｐｒｏｔｏｔｈｅｃａ属の細胞における発現についてコドン最適化され
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る、請求項１４または請求項１５に記載の方法。
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